
 
「プロだってエラーするんだから・・・」         － 保護者の皆様へ －                                     

校長 松井 圭一 

  

数十年前の話になりますが、試合中失点に絡むエラーをした野球部員に、 
「プロ（野球選手）だってエラーするんだから、大丈夫、大丈夫、気持ちを切り替えてがんばろう」 
そう声掛けをした監督がいました。 
監督が試合に勝ちたい以上に、選手の方が勝ちたい気持ちは強いでしょうし、エラーをしてはいけないと

いうことも十分に承知しています。 
エラーをしてしまった選手もエラーをしたくてエラーをしたわけではありません。その選手の心の内は

次のようなものだと思います。 
＜しまった。エラーしちゃった。おまけに失点に絡んでいる。チームのみんなに申し訳ない。恥ずかしい。

どうしよう。監督に怒られる。＞ 
そんな時、「なんでエラーなんかするんだ。このまま負けたらお前のせいだぞ。」と、監督が怒鳴り声をあ

げたらどうでしょう。 
エラーをした選手は、自責の念や羞恥心で落ち込んでいます。そんなところに怒声が飛んできたら、一層

萎縮してしまうのは当然です。萎縮した選手が力を発揮できないままだと、９人で守っているとは言い難く

なってしまいます。試合中、感情的に怒鳴ったところで、プラスの効果は期待できそうもありません。 
こんな時、うまく気持ちを切り替えられる選手なんてそうはいません。個人の特性にもよりますが、年齢

が下がれば下がるほど、経験が少なければ少ないほど、難しい問題です。 
そこで、監督の声掛けが重要な役割を果たすことになります。貶す（けなす）のは誰にでも出来ますが、

落ち込んでいる選手を元気づけられる人はなかなかいません。身近にいる大人の声掛け次第でエラーをし

た選手の気持ちは180度かわるものです。 
もちろんエラーはしないほうがよいので、エラーをしてしまった選手は翌日の練習から、次の試合に向け

てノックをたくさん打ってもらうなど自分から積極的に努力していかなければなりません。 
さて、期末考査も終わり、１学期も７月の登校日１４日を残すだけとなりました。 
期末考査の得点や、通知表の成績が一番気になるところだとは思いますが、成績だけではなく、体育祭の

取組や３年生だったら修学旅行などの行事、部活動、委員会活動や学級内での係活動、友達との付き合い方、

家庭内の役割などの中学生としての生活全般を、各ご家庭でお子様と一緒に振り返っていただき、よく出来

た、よく頑張った点はしっかりと認めてあげてください。 
また、失敗した点はお子様が一番よく分かっていると思います。一方的に叱るだけではなく、お子様の特

性に合わせ、心身の成長にとって最も効果的なお声掛けをお願いします。 
全力を出し切っての失敗なら、全力を出し切ったことは認め、次に同じ失敗をしないように一緒に考える

ことも大切なことです。エラーと同じように失敗したくて失敗した子は一人もいないのですから。 
 
少し早いですが、本号で１学期最後の「高台」となりますので、

御挨拶させていただきます。 
この１学期間、本校の教育活動に御理解・御協力いただきまして

誠にありがとうございました。 
健康に留意され、ご家族で有意義な夏休みをお送りください。 

https://www.ota-school.ed.jp/magomehigashi-js 
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〈 修学旅行見送り隊 〉 
６月６日（火）に本校の伝統行事のひとつであります「修学旅行見送り隊」が実施されました。１・２年生

は屋上より３年生の新幹線に向かって全力で手を振り、旗を振って２泊３日の修学旅行が無事に終わるように

祈願しながら見送りました。車窓からも学校の様子が見えたようで、車内でも大いに盛り上がったと報告を受

けました。馬込東中学校の伝統が引き継がれる貴重な時間となりました。当日まで準備してくれた実行委員の

皆さんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      朝の準備の様子                   屋上にて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      実行委員の旗振り               見送り後の集合写真 
 
〈 情報モラル講習会 保護者向け 〉 

 ６月２０日付けでお知らせしましたが、保護者向け情報モラル講習会を実施します。日常生活の必需品とな

っているスマートフォン。便利な反面、使い方を間違ってしまうと世間を賑わす大きなニュースとなってしまっ

たり、友達同士のSNSトラブルになりかねません。保護者として関わり方を当日は教育ネットセンターより講

師をお招きし、お話をしていただきます。当日参加も可能ですので、同日行われます保護者会前に、ぜひご参加

ください。 

 
〈 アルミ缶回収運動 〉 
３２年目を迎える伝統あるアルミ缶回収運動。第１回目は７月８日（土）に３年生のボランティアを中心に生

徒会主催で実施予定です。北門前の回収BOXも開いていますので、皆さんのご協力よろしくお願いします。 

 

〈 夏季休暇等取得推進日の設定について 〉 

「働き方改革」の一環として、大田区では教員が夏季休暇等を取得しやすい体制を構築しています。保護者の皆

様におかれましては、何卒、本事業の趣旨をご理解、ご協力をお願いします。 

１ 実 施 日   令和５年８月７日（月）から８月１８日（金）まで 

２ そ の 他   （１）本期間中は、原則として教員は勤務いたしません。学校への連絡は期間外でお願いし

ます。 

（２）地域への施設開放は、通常どおりです。 

  ＊詳細は後日、プリントを配布します。 


